












研究目的 

明らかな器質的原因が見当らないのに分娩経過に異常をきたす産婦が臨床経験の中では数

多く見られるものである。岡村らは不安が分娩経過に影響することをすでに報告している

が,妊婦が分娩に臨む姿勢に関係する因子として，無視し得ないものに,妊娠(挙児)に対し

ての積極性(望んだ妊娠かどうか,妊娠を知った時うれしかったか否か)が考えられる。不安

が高くても妊娠(挙児)に対して積極的であれば分娩に対しても積極的に向うことが予想さ

れる。また不安傾向にある妊婦が妊娠(挙児)に否定的である時には分娩を乗り切ろうとす

る姿勢も弱まることが考えられる。すなわち神経症的不安傾向と妊娠に対する非積極性が

重複した時に,分娩経過に心因性の異常がおこる頻度が高くなることが予測される。本研究

は,分娩経過に関係する妊婦の精神的な次元として,「神経症的傾向」と「妊娠に対する積

極性」の二次元をとり上げて,それらと分娩経過の異常の関係を検討し,それに基づいて心

因性異常分娩ハイリスク群を妊娠中に検出できる簡便な尺度を作成することを目的とした

。なお本研究は以下の三つのステップを踏んで行う予定である。 


